
巾約4件 (4名) 採択3件 (3名)

旅訳2.8万円 ･研究班2l.0万円

B.自由現題

巾的27fF(27名) 採択19件 (19名)
旅珊73.6万円･研究空で67.6万円

研究会取掛 こ関しては,公掛こ際し柑こ設定主跡 王妃

77:･されなかった.公葬按,箔状況を所内で勘案の上,辺

常委員会の訊な経て3主題を決定した｡それら主題な予

定された経攻とともに列記すれば次のとおりである.

1. ニホソザルの現況 旅費15.5万円

2.行動の祝祭方法と記述の客椀化 -旅費20.5万円

3. ホ ミニゼーシ まソ 旅費18.0万円

付 記

(1)盟長研研究者述枯会の苑足

木研究所迅常委員選出の母体として,昭和46年6月に

盟長所研究述総会が組放されたが.会則もなく,迎習既

約も不節であって,その横倍を効果的に花押するに至ら

なかった.そこで近藤所長は昭和47年11月20日の迎懲委

員会に.この粗放の名称な実体にふさわしく｢霊長析研

究者連絡会｣と改め,機構を整えることを諮り.その忠

見に基いて,まず所内から選ばれた世話役 (大沢折 ･河

合雅雄･川村投花･久保円放)に設立叩鵬委員会の耶成な
委嘱した.設立坪節香貝には,盟F<析研究連絡会flが互
選の括弧 糸瓜川田批 岩木光肌 江原昭平,大沢折.

河令雅肌 川村故殺,久保田班,近藤四郎,田中利男,
水脚下城 (五十矧tWl)の10氏が選ばれ.会規約の原案を

作成,昭和48年-3月17日ブI)マーチス研究会にひきつづ

いて開催された設立総会にその承認を求めた.設立準術

委員会は総会で出された意見にもとづいてさらに原案に

枚討な加え,3月20日つぎの通り会規約が決定された｡

2.研 究 成 果

設定課題 1.ニホンザル地域個体群の研究

ニホンザルの個体群動態

増井 憲一 (京大 ･理)

47年度は.昨年に引き拭き訂印.SLllと白山{･ポti'>I/-

ツ ℡ソ･セソサス印の調光なおこなりた｡また,ニホソ

ザルのTf命についての検討な-詔持てみた｡

苅崎山のセソサスは.19721f･8n25日から9月22日ま

で34E]nLqのあいだにおこなわれた｡行列紋矧王,A･B

･C3郡について,それぞれ10回,11【札 8回おこなう

ことができた｡また.サソブルmf本として,とくに1才

のメスを中心に,新たにA郡21凪 B郡10風 C郡12971

の計43頭に入れずみなはどこした｡Ittソサス結卿 ま卯1

3月31日現在会員数は140名である｡

En長研研究羽･迎格会規約

m和48LTT･3月20日作成

1. *余は前部大学詔r<机研究所 (以下｢缶tim研死所｣
という)の共同利用研死所としての括動性な粥めると

ともに.会員和7TJ.の迎mな耶抑 こすることな口約とす

る｡

2.本会は盟F<筋を主たる研死対象とする研死有 (大～IIL':

･研究校関の研究孔 大学院学出およびこれに相当す

る研究者)をもって桝成する｡

3.本会の会員はつぎの枠利と特兆をもつo

A霊長析研究所道営委員を推準する｡

B盟長研研死所年報の配布を受ける.

C研究にかんする必宏なけ糊 の捉眺な受ける0

4.本会の叫妨仙 まEul<机研究所におき.所長が会の代
襲としてこれを主V,する.

5.A 本会に入会するには.所定の川杭に必酔 拝Flな取

入してホ萌IJに班ElH,,会flとしての_T1.位確認な受
ける必要がある｡

B 印務局は2年ごとに会員にたいして.狂銀な縦税
する忠志の和佃なrt恥､.名阿なg!新する｡
(2)共同研兜')ミ行番fl公

共同利FT]研究に関する迎田委fl会審訊に頚する参考YZ

料のとりまとめ.ならびに共同研究のリl行の円附化なは

かるために,所内に非同研究実行委員会が設けられた｡

昭和47年度黍艮会は.すでに肌牛皮12nに猫足 (委員･Jl<
:岩本光郷)したが.これと一瓢糊をmなる形で.昭和
48年度委員会が471'F-1ljlに発足 (委員TT<:久促田放)し

た. (岩本光雄)

第1表 行列視察の記録
回数 A群 B群

1

2
3

4
5
6
7
8
9
0
1

-日H
ilH

●

2

4

5

0

0

5

6

6

0

4

9

2

3

1

4

4

4

2

3

6

8

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

α十

2

6
1
2
5
2
3
2
C)8

0
2
9
2
とU
3
1
9
0
1

9
9
8
9
qy9
9
7
9
q)

30

47

35

∽

_5

39
46

1

2

2

2

2

2

2

2

2

*225+ 15males

-23-



第2義 高崎山のサルの頭数と構成 (1972年9月)

A8(8才以上) Y8(5-7才) A?+Y9 3-4才 2-1才

290 140 290

75 30 70

80 40 60

1;480

(約 1,500)

'Jlのとおりである.高崎山のサルの推定頭数は第2表の

とおりである.Aは adult,Yはyoungを示す｡セソサ

ス参加者は13名であったl)｡白山の調査は,1973年2月

20口から3月11日まで行なった2)｡今回は,群れの個体

数の確miiBとともに,群れが沢を枕切ったり,広いナ/(

ク 3)で拭虫しているときの群れの広がりなど,遊動時の

耶ILのスべ-シソクの記載をおこなったが,袈現法が困

班なため地理がついていない.セソサスと群れのトレー

スについて.今年度は次の2点をとくに追求したいo1)

>}ライ布令批点より上流の蛇谷流域の群れの有無の確認

と七ソサス｡2)しばしばその付近で群れを見失ってしま

ラ.オオノマ,コミソシャ谷,丸石谷付近での確実な群

れのトレース｡

こかソザルの那伽こついては,正常死亡年令,最長寿

命.0才呼物余命などを罪出できるほどには資料が充分

でない｡即Jl群または餌づけ直後の群れ約30群より,大

まかな鵬収な出してみたが,群れのサイズが10教頭から

2001.-Jl近いものまでバラツイていることや,地域差など

もあって,自然状態の安定年令構成を知ることも困難で

あった｡しかし,これらの枚討は,ニホソザルに対する

糾付けの好評を血的に知る上でも,個体群動態の分析の

上でも必班'Cあり,今年度は高崎山の資料を加えて,目

安となる放伯とモデルを出したい｡

串島のニホンザル群と森林植生4)

荻野 和彦 (京大･農)

こかソザルの群れが,生息地の植生をエネルギー源と

して利用するとみたとき,どのていどのものを必要とす

1)別荘参加者:四郎疏達,大沢秀行,上原国男,佐藤

牧.奥村良子,秦日出光,泰雄-,川合専一,中野

招二.中谷宗一,門脇率造,二宮直夫0

2リヒ同調査で2月5日から2月27日まで伊沢放生が,
2J15日から3月12日まで佐藤駿が調査をおこなっ

た｡

3)ナ〆レ道や,伐採跡などの高茎草原.ススキ･スス

クケなどサルの食物が多い｡

l)木村光伸 (京大･放)との共同研究｡

るかoテホソザルの群れと生息地の畳的関係をあきらか

にするため,率島においてニホソザルの群れの植物の利

用のしかた,ならびに利用される森林植生の特性につい

て調査をおこなった｡

ここでは,森林植生とサルの群れの関係な.単純な物

質の流れの糸,一次生産者としての森林組物と消染着と

してのサルの群れのみを考えることとするoまたサルの

群れは,そのエネルギー節として,森林植物にのみ依存

しているものとする｡そうして森林植物のもつ可給エネ

ルギー最と,サルの群れの要求エネルギー虫の,{ラソス

シートを描いてみる｡

事由の森林植生には,かなり人手がくわわっているこ

とがみとめられる｡これを概観してみると,凸の択なと

りまくように岩石の裸出する部分があり,貧弱な海浜植

生がみられる.ここにつづいて斜面の中部から,下部む

に面するところにみられるのがトベラ林である｡凸の托

板の上部には,点々とイヌマキ林がのこっている｡凸の

南に位匠する高地,ミ≠ミマキな中心に,北へのびる尾

根と,西へのぴる尾取にかこまれた,やや内陸的とよべ

るところには,タブ林がひろがっている｡コドマリとオ

オドマt)の沢沿いと,スギダイラには,アカメガツワ林

がつづいている｡スギダイラのアカメガツワ林は,スギ

造林地の皆伐跡に成立した二次林であり,タブ林ではす

くなくとも大正時代以来薪炭材の採取がおこなわれてい

たといい,事実いくつかの炭焼あとがのこっている｡

薪炭林として利用されつくしたタブ林,二次林として

成立したアカメガツワ林,点状に残ったイヌマキ林,およ

びトベラ林が,ここでのサルの群れが利用しうる植生の

すべてである｡利用可能な植物丑がどれほどあるかなき

わめておおざっぱに推定するため,施児Lll県川内市のコ

ジイ林でおこなわれた調査から,現存凪 生長丑のデー

タをひろいあげてみると,幹221ton/ha,校82ton/ha,

策8･4ton/haであり,生長畠は幹5･7ton/11a･yr,枚2.6

ton/ha･yr,菓0･16ton/ha･yrである｡菜の苅命が2年間

であるとすれば,現存虫のおよそ半分が当年の生産にか

かるものとみることができる｡このうちサルの採食しう

るものは,比較的若い薬,小枝,果実であるから,葉の
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